


　私は哲学を担当しています。学生諸君には大いに

哲学に関する書物を読んでもらいたいのですが､難し

いので敬遠されがちです。そこで､哲学を含めて､難

しい本をどう読むか､難しい論文を理解するにはどう

読んだらよいか､いわゆる｢精読｣の仕方とはどのよう

なものなのか､という話をします。話は､３０ページ

前後の論文､或いは一冊の本なら一つの節なり章なり

を念頭においています。文科系の大抵の学問には通

じることだと､私は思っています。

　目標は､｢分かった｣という実感をもつことです。

そのために ―――――― 三回､読みます。三段階

で読む､と言ったほうが良いかも知れません。

　一回目は､通読の段階です。

　まず､理解はできなくても､最初から最後まで読み

ます。小説を読むような感じでよいでしょう。

　もっとも､｢理解ができない｣というのは､脈絡を把

握することができないという意味です。だから､この

段階でも最低限わかっていなければならないことは

在ります。出てくる単語の意味は理解できていなけ

ればなりません。時々辞書を引く必要も在ります。

また一つひとつの文についても､どれが主語で､この

動詞の目的語はこれだ､等々といった文法的な構造は､

もちろん理解されていなければなりません。

　二回目は､ポイントを把握する段階です。

　じっくりと読みます。この段階は､｢分かった｣とい

う実感をもつために､最も重要な過程です。関係の在

りそうな箇所は関係付けて読みます。先の方と後の

方とを比較したりする場合も出てきます。分かりに

くいところは､分かるまで何度も読みます。

　こうして､思考の流れの筋をつかむと同時に､最も

要(カナメ)となるポイントをつかみます。ポイント

がつかめるまでは､やめてはいけません。何度も繰り

返し読みます。何度も読むこの過程の全体が､｢二回

目｣の段階です。

　｢そうか｣と､突然ひらめくときが在ります。そうす

ると､一気に分かり始めます。このときが一番楽しい

瞬間で､本を読む甲斐も醍醐味もこの瞬間に在ると言

ってよいでしょう。 ｢これだ｣というものをつかんだ

ら､直ちに三回目の段階に入ります。

　三回目は､再構成の段階です。

　ポイントは既に把握されています。こんどは､個々

の箇所がこのポイントにとってどのような位置付け

になっているか､を考えながら読みます。ポイントに

照らして､全体を再構成しながら読みます。骨に肉を

付けるように､と言ってもよいでしょう。

　これがうまくできることによって､先のポイント

把握の正しかったことが実証されます。うまくでき

なければ(当の理解では或る箇所がうまく全体の中に

位置付かないといっ

た場合には)､先のポ

イント把握が誤って

いたということにな

ります。その場合に

は二回目の段階へ戻

らざるを得ません。

　以上の三段階をフ

ローチャートの形で

右に示します。

　｢挫折｣は､大抵の

場合､｢二回目｣の段

階､｢繰り返し｣の過

程のなか(フローチ

ャート＊印の箇所)

で起こります。いつ

までもポイントがつ

かめなければ､諦める

しかないでしょう。

これは決断の問題です。挫折の原因は､おそらく予備

知識が足りないことです。いろいろな参考書を読ん

で視野を広げるのがよいでしょう。

　一冊の本を読む場合､前提として一つの作業が必

要です。まず､目次を見て､どの辺りが重要で､どの

辺りがそのための準備なのか､等について当たりを

付けます。目次だけで分からなければ､その章･節を

斜め読みして､ぼやっとでも内容を捉えます。こう

して､その本全体がどのような構成でできているの

かを把握します。｢はしがき｣や緒論にそれが書かれ

ていることが在りますが､これは決して見逃さず､し

っかり読みます。これだけの作業をしてから､重要

だと思われる章あるいは節について､上のこと――

｢三回読む｣――を行ないます。

　一冊の本を読む際､授業の教科書や研究のテキスト

といった場合を別にすれば､その本の隅から隅まで理

解する必要は在りません。一つの章なり一つの節な

りから何か｢ハッ｣とすることが得られれば､その読書

は大成功です。

　一般に､難しいことに挑戦することは大事なこと

です。挑戦しようとする気持ちが起こるとき､充分

に時間を掛ければそれを成就する能力も､大抵は既

に備わっています。自分を信じて､ともかくやって

みよう！

 

 
 

START 

END

No 

No 

Yes

通読

 ＊
ポイントを

把握できたか？

全体を

再構成できたか？

Yes

難 しい 本 をどう読むか

　共通講座 　二宮 公太郎

1















0

50000

100000

150000

200000

250000

学外者教職員学生

平成
15年度

平成
14年度

平成
13年度

平成
12年度

平成
11年度

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

学外者教職員学生

学  生�     201,132     179,911     153,250     170,931     176,357 
教職員�       2,396       1,861       1,518       1,966       2,789 
学外者�      11,168      16,039      12,734      12,488      16,428 

合  計�     214,696     197,811     167,502     185,385     195,574 

学  生�      29,755      24,814      25,836      24,866      26,620 
教職員�         915         956       1,098       1,033       1,189 
学外者�       2,271       2,113       2,581       2,622       2,711 

合  計�      32,941      27,883      29,515      28,521      30,520 

～図書館利用統計～

文学
21,792冊語学

11,007冊

芸術

7,858冊

社会科学
25,747冊

歴史
9,912冊

哲学
11,403冊

総記
6,497冊

0

1000

2000

3000

4000

5000

洋書

～蔵書統計～

2,559

2,848

3,600

3,221

4,204

335 407 337 344 323

産業

3,748冊

工学
85,931冊 自然科学

70,067冊

平成
15年度

平成
14年度

平成
13年度

平成
12年度

平成
11年度

和書

平成
15年度

平成
14年度

平成
13年度

平成
12年度

平成
11年度

（人） （冊）

（冊）

年度別入館者数 年度別貸出冊数

分野別蔵書統計　（平成16年3月31日現在） 年度別受入冊数

10

合計　253,962冊

全蔵書数 297,753冊（図書 253,962冊　製本雑誌 43,791冊）



2004年　　10月

11月

12月

2005年　　1月

2月

3月

平成16年度後期　図書館開館カレンダー

開館
時間
区分

編集発行　室蘭工業大学附属図書館　

〒050－8585 北海道室蘭市水元町27番1号

Tel 0143-46-5187 　FAX 0143-46-5196

図書館のホームページ  http://mitlib.lib.muroran-it.ac.jp/




